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全 日本学生バ ドミン トン連盟
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第14回 全日本学生バドミントン選手権大会
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挨 拶

日本バ ドミン トン協会会長

本 田 弘 敏

ｒ
ゝ
▼

来る11月 16日 より, 第13回・第14回全日本大学学生バ ドミントン選手権人会が 6日 間に亘り, 大阪市

中央体育館颯於て開催される運びとなりまりました。

毎年毎年我国の将来を背負って立つ若いあなた方が北は北海道から南は九州まで全国津 浦々 々からこ

の大阪に集まってこられ, 日頃練磨された技価をいかんなく発揮される姿は全くたのもしい限りです。

近年我が国バ ドミントン界もすばらしい発展ぶりを示し, その発展ぶりを世界に認められ来年度は ト

―マス杯争奪戦が東京で 開催される運びとなって居ります。 日本からも幾多の選手が参加することにな

って居りますが, 今こそ若いあなた方の力が必要なのです。学生バドミントン界のレベル低下が叫ばれ

ている今日ではありますが本大会を契機として一段と飛躍されん事を切に希望いたします。

終りに本大会に御尽力下さいました関係者各位に深く感謝いたしまして挨拶といたします。
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挨 拶

全日本学生バ ドミントン連盟会長

奥 井 復 太 郎

今般大阪の地に全日本大学並びに学生選手権大会が盛大に開催されますことを心から.慶祝中し上げま

今や日本バ ドミントン界は成長期を過ぎ飛躍期にさしかかっております^

来年 5月 には東京に於て トーマスカップの決勝ゾーン及びチヤレンジ・ ラウンドが開催されることに

決定 しております。

日本の成績は, 大学選手諸君の双肩にかかっているのです。願わくば選手諸君この大会を来るべき世

界大会の試金石とし, 学生の誇りを持ち, スポーツマンシップを遺憾なく発揮され学生大会にふさわし

い競技を展開されて一段と躍進されますことを心から期待しております。

終りに今回の大会開催に当って限りなき努力と協力を賜った地元関係者の皆様に対し心からなる敬意

と感謝を棒げ本大会が無平成功に終りますことを祈って止みません。
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挨 拶

大阪バ ドミントン協会会長

石   渡   俊

次期東京オリンピックを目前にして日本スポーツ界の動向は念々急を告げつつあります。 10月 11日 ―

16日 に行われた東京国際スポーツ大会は事実上のプレオリンピックとして ここにオリンピックは初まっ

たと言うべきでしよう。 この多端な秋に日本の眼である大阪に全国各地の大学から多数の精鋭選手が参

集されて本大会に活躍をさるることは誠に爽快であり慶びに耐えません。 日頃の成果を充三分に発揮し

て立派な大会に終始されるよう希うものであります。また本競技発展のためにもこんご一層の研究に励

まれんことを御願いして御祝いの辞といたします。
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挨 拶

関西学生バ ドミント連盟会長

黒   松 厳

このたび秩父宮杯 0秩父宮妃杯争奪 第13回全日本大学バ ドミントン選手権大会 並びに第14回全日本学

生パ ドミントン選手権大会が大阪市の 中央体育館で開かれますことは皆様と共に誠に御同慶の至りに存

じます。

さて, 本大会は我国バ ドミントン界の最高水準を行くものであり, まさに斯界を代表するものであり

ます。

参加される学生諸君はこのような大会の重要な使命を自覚し, 日頃から各母校で鍛練して来られた自

分の力を, 敗れても悔いないように存分に発揮され, 我国バ トミントンの輝かしい歴史に新しい一頁を

加えて下さるように祈ってやみません。

なお, 私はこの大会のために絶大な御支援を賜った関係各位の御好意に厚く御礼を申し上げると共に

惜しみなく御尽力下さった地元の協会や学連の諸氏の熱意に対して ,衷心から感謝するものであります。
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I開  会 式 ll月 16「1(■ )午前9時
1.役 員 選 手入場

2.開 式 の 辞

3.国 歌 斉 唱

4.開 会 宣 言

5.優 勝 杯 返 還

6.開 式 の 挨 拶

7.歓 迎 の 辞

大 会   次 第

大 会 会 長 (全 国木学生バドミントン連盟会長)

大会 副会 長 (大 阪 バ ドミン トン協会 会 長)

大会 冨」会 長 (関 西学生バ ドミン トン連盟会長)

大会副委員長 (全日本学生バドミントン連盟委員長) 平 林 久 志

大会委員長 (日 本バ ドミントン協会理事長)森  友 徳兵衛

奥 井 復太1(5

石 渡 俊 一

黒 松   厳

8.

9.

10.

11.

12.

Ⅱ閉

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

祝     辞

選 手 宣 誓

競 技上 の注意      審

閉 式 の 辞

役員選 手 退 場

会 式 ll月 21日 (木 )午後4時半

(同 志社大学バ ドミントン部主将)

判  長 (日 本バ ドミン トン協会常務理事)

(全 日本学生バドミントン連盟副委員長)

(全日本学生バドミントン連盟副委員長)

競技委員長 (日 本バ ドミン トン

大 会 会 長 (全 日本学生バドミントン連盟会長)奥  井

大会委員長 (日 本バ ドミントン協会理事長)森 友

大会副委員長 (関 西学生バドミントン連盟委員長) 黒 田

豊 原 洋 治

上 原 正 士

破 入 正 彦

役員選 手 整 列

開 式 の 辞

成 績 発 表

表     彰

閉 会 挨 拶

閉 会 宣 言

閉 式 の 辞

役員選 手退 場
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名 誉 顧 問

会    長

副 会  長

参    与

顧 間

大会委員長

大会副委員長

大 会 委 員

日本バドミントン協会会長

大  阪

大  阪

全日本学生バドミントン連盟会長

日本バ ドミン トン協会副会長

日本バ ドミン トン協会副会長

大 阪 バ ドミン トン協会会長

関西学生バドミントン連盟会長

大 阪府 教育 委員 会 委 員 長

大 阪市 教育 委 員 会 委 員 長

日刊 スポーツ新聞社代表取締役

山 田 大 秋  安 斉 哲 夫

森  俊 雄  仙 波  漸

日本バ ドミン トン協会理事長

全日本学生バドミントン連盟委員長

大阪バ ドミン トン協会理事長

関西学生バドミントン連盟委員長

馨

復 太 郎
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事
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高 橋 正 雄
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七 尾 邦 彦

秋 元 信 一

伊 沢 二 郎

塩 川  甫

泰    浩

辻  誠 自

宝 来 繁 夫

藤 井 孝 彦

小 林 正太郎

広 田  修

田 中 康 夫

志野 伊三男

生 越 稟 蔵  中 川 義 治
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総 務 委員 長

総務副委員長

大 会 役 員

総 務 役 員

日本バ ドミントン協会常務理事    1穐  山

大阪バ ドミントン協会常任理事    池  田

全日本学生バドミントン連盟副委員長  破  入

関西学生バドミントン連盟副委員長   高  橋
天 野 寛 目 代 国 弘

中 村  裕 田 中 良 昭

湊 谷 隆 夫  天 野  寛  田 中 良 昭

湊 谷 隆 夫  元 木 利 和

中 村  裕  目 代 国 弘  元 木 利 和

村 上 真樹枝  坂 本 券 美  稲 葉 有 子

藤 田 幸 子  田 中 和 子

競 技 役 員

日本バ ドミントン協会常務理事

日本バ ドミントン協会競技委員

大阪 バ ドミントン協会常任理事

全日本学生バドミントン連盟副委員長

日本バ ドミントン協会常務理事

大 阪バ ドミントン協会常任理f

大

植

大阪バ ドミントン協会常任
'1事
   り||

佐 藤 新太郎  寺 沢  衛  志 野 伊三男

日 隅 良 昭  小 寺 将 彦  門 脇 敏 郎

丸 山 稔 英  谷 口 忠 吉  稲 岡  清

中 村  裕  湊 谷 隆 夫  天 野  寛

坂 口 隆 美  横 江 敦 子  近 藤 百合子

田 中 良 昭  目 代 国 弘  元 木 利 和

雄

麻

彦

己

正

芳

正

克

●

総 務 主 任

庶  務  係

会  計 係

宿 泊 係

報  道  係

式  典 係

受  付  係

接  待  係

競技委員長

競技副委員長

審  判 長

副 審 判 長

会 場 主 任

会場副主任

コー ト主任

進  行  係

記  録 係

シヤ トル係

一
　

広

　

一
　

浩
　
士
　
夫

修
　
敏
　
研
　
　
　
正
　
繁

田
　
尾
　
　
　
　
　
原
　
来

吹

竹

岸

秦

上

宝

松 本 美 波

圃  秀  生

木  松  雄

本  尚  男

生 越 稟 藤

上 原 忠 浩

中 川 義 治

丸 林 克 彦
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暴髪には少量の
《よい ,由》が受磋舞

′
/
●

☆ ポ マ ドール は、純粋の椿油・卵黄

油・ ヒノキチオールを含み、ギラ

っかず、ベタつかず、毛孔 をふさ

がず、サラ リと快い整髪感で、髪

をソフ トに致 します。
ポマ ドール

`よ

、 ヨーロッパ ‐て・も愛用者が
ぐん ぐん とふえてい ます。

しの 艶 の 液 体 ポ マ ー ド

oma 0 艤爾巡鐵陪

米 田 再 生 護 誤 工 業 所

神 戸 市 長 田 区 菅 原 通 7の 2

電 話 ⑤ 8387番
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同志社大学

関西学院大学

甲 南 大 学

関 西 大 学

神戸商科大学

神 戸 大 学

大阪経済大学

河 合 謙 郎́

松 村  尚 品1

H隅

谷 田

木 多

小 寺

安 中

仲 野

良 昭

博 司

良 臣

将 彦

勇

修 二

_L,京

_1 1∫

尾 上

広 瀬

打 浪

名 村

月券

耕 文

洋

|■
‐

凛 哉

iE,台

岩 井

田 付

占 井

長 瀬

天 右

1乞

津 田

角 野

南

横 田

長 谷

覚 也

泰 伸

|じ 」|=

久 雄

li二 ′千

芳 郎

剛 生

仁 孝

英 昭

忠 明

照 夫

審   判   員

粥 り|1雅 雄 中 島 ||‖ 雑  小 川 1川:川 i

宮 脇  ギ|` 近 店i勝 iケ

小 野 裕 臣

中 原 正 11吹

山 本 甲 兵

粕 谷 雅 士

岩 谷 敏 雄

白 神  治

土 井 弥 一

門 脇 敏 郎

渡 辺 正 昭

小 草 興 司

治

・

一彦

子
●
　

　

　

ヤ
早

坪
　
　
田

木

　

徳

伸

　
　
・征

一
口
　
　
　
●
‐‐］

尾

　

　

上

中

　

．
井

水 川 正 彦

木 本  慧

児 島  i・ F

太 田 守 保

ノく り|I  J:  ‐

時 田 嘉 一

吉 崎 弘 美

村 上 富 一

橋 本 勝 義

‖習

至 弘

勇 一

寿 治

弘

利 春

達 也

道

雅 弘

厚 雄

石 垣 健 一

上 原 忠 浩  和 1ll美 治  大 杉 昇 二

小 野 隆 之  小 島 伸 治  池 原 義 千11

村 上 征 夫  同 崎 強 ――  鳥 居 1そ 一

丸 林

補 足

↑吉本寸

丸 山

藤 原

中 津

谷 口

笠 原

稲 岡

[Ц 中

克 彦

和 利

武 史

稔 英

進

順 進

忠 吉

治 夫

′青

英 明

室 崎

門 田

米 国

吉 川

金 子

松 浦

平 居

当 仲

山 田

今 村

西 川  健

白 井 義 明

荒 木 良 憲

加 藤 昌 靖

松 居 修 市  小 林  司  庄 司 耕 造

八 木 ||‖ 憲  竹 本 清 次  奥 村 測 1lχ

竹 中  清

立命館大学

- 13 -



場

ち

′ヽ

しOSEN

TEL(271)6675^6

TEL(866)843504820

RACKET
G U T

世
弊社海外派遣員が世界21ケ 国を廻

り DUNLOP,SLAZENGER,

GRAY, GATHIER, Ro S.L,

DONNAY,等 の有名メーカーと

の技術提携に成功しました。

日本の
｀
良さ、と100年の

歴史を持つ欧州の技術を

プラスしたニユーモデル,

GOSENの製品を一度お

ためし下さい。

●

トレヴイの噴水をバツクにする
GOSEN RACKET (ロ ーマにて)

本   社
東京営業所

大 阪 合 繊 株 式 会 社
大阪 市東 区 唐 物 町 2丁 目 5番 地

東京都台東区浅草向柳原町 2丁 目1番地

- 14 -
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試  合  日  程
0第 1日 日 (11月 ■6日 )(土 )

6.00

0第 2日 目 (11月 17日 )(日 )

■

|

2 3 4 5 6 7 8

.T
l 3

14 15

■3 14

24 25

9 ■0 ll 12

6 7

A.M
■0.00

■2.00

PoM
2.(Ю

.T
l 2 3 4

l■

5 6 4

8

L .T
7

9 10 12

ll

13

■2

23

16 17 2

8 9 10

21

18

4.00
M.T
18 19

/´ヽ
r20)
V

22

L.T
15 16 17

コー ト

A.M.
10.00 M.T. 26 M.T.  28

A.M.

"
10.00

12.00 L.T. 19

P.M.
L.T. 21

"
M.T. 31

PoM.
1.CX)

22 M.T.  32 33 4.00

輸入盤クラシック・ ポピユーラー多数取揃え

●ブルーノート  ¥2,100-         ,

レコード専門店 大 月 楽 器 店

梅 田 新 道 北 本 店  07009
梅田地下センター い02769 新阪急八番街センター 囮 4441

- 15 -

時  間
|
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●

(現代のカーペット)

?? l-7
色は明るく豪華な 4色です

(レーヨン 100%)

大阪市南区安堂寺橋通4ノ 55 TEL回 0081～ 0088番

降

降

降

降

霜

霜

霜

ガ
　
　
霜

ン

茶

赤

レ

金

緑

住江織物株式会社

株
式
会
社
明

朗

繊

維

大
阪
市
阿
倍
野
区
旭
町

一
ノ
二

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ

大
阪

ｍ
２３
‐７
３７
７．
２
４

繊維間屋 0スーパーストア

株
式
会
社

Ｌ天

ゴ
=1~

大
阪
市
東
住
吉
区
駒
川
町
八
ノ
四
七
ノ

一

Ｔ

Ｅ

Ｌ
　
大

阪
　
ｍ
　
５
９
２
１
２
５

明

和

信

用

組

合

大

阪

市

西

成

区

山

王

町

一
ノ
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
大
阪
ｍ
３
９
７
４

・
３
９
７
５

- 16 -

定価一畳当り 1,500円



試  合  日  程

0第 3日 目 (11月 18日 )(月 )

●

86

Ｄ

７

88

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一

５

丁

一

■

５

一

５

丁

12

10.00

10.30

P.M.  ■.00

18
一

ッ
節
ヽ
一
３２

ザ

上
一
　

　

一

■

一

３

一

ツ

２

一

３

一

‘

22

30 34

一　

　

一　

　

一

８

一
８

一
”

一
３２

ヽ

一
　

　

一

０

　

一

０

一

２

．

一

．

一

２

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

す
　

　

一

９

可

一

３３

可

一

５７

一

６９

可

ll 12

29 30

41 42 π4

53 55 66

一
　

　

一

８

一

０

一
　

‐
２

５

一

７

一

８

二

一　

　

一　

　

一　

　

一

７

一

９

一

■

一

１

一

３

６

一

７

・

９

一

１

一

２

一　
　
一

∞

一

８

ツ
０

７
一Ъ

一　

　

一

８９
一９
可

92
L.S
l

・０
一２２
一４０
菫Ｅ

．

一　
　
一　
　
一ｎ
】
せ

12 14

24 26

一
　

　

一

９

一

１

一

３

３

一

５

一

６

41 工豫 44

5,00 64 67

0■■●
塗  料・接 着 剤・合成樹脂

山 一 印

東亜ベイント
本   社
大阪営業所
東京支 店

大阪市此花区高見町 1ノ 36
大阪市北区堂島浜通 2ノ 4
東京都港区芝田村町 5ノ 9

TEL
TEL
TEL

大阪
大阪
東京

側
働
側

(カタログ進呈)
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試  合  日  程
O第 4日 目 (11月 19日 )(火 )

●

■ |

|

2 3 5 6 7 8 9 10

A.M。  9.00

9。 30

10.00

10.30

■l.(〕Э

■1.30

M.S
94 96

105 106

115 116

97

■07

98 99

/ \roa 飾

l18 119

129

■38 139

149

■00 ■01 102

■ll l12103 ■04 110

120

130

l13

,S■23

133

l14 117

127

121

131

141

151

35

45

55

122

124 125 126 ロイめ

134 135

145

`ヽ"]夕55

136 ル́
♪
i37 ■40

■50

34

44

54

70

142

143

153

■44 146 147

L S
31

152

■2.00 ■54 156

40

32 33

42 43

36

4612.30 37

47

57

73

20

159

39

49

59

75

L.D.
■2

22

161

171

41

51

6■

/ヽ′・
ぅ、(77

P,M. 1.CЮ

1.30

48 50

60

口趣6

32

62

78

■5

53 56

58

74

84

M.D.
69 72

2.00

2.30

り`
'70′́ ^ヾ
‐ &)

■7

ν

166

176

186

81

18

M.S.
157

167

177

187

82

13 14

24

16

26

19

3.CX)

3.30

4.OD

21 23

162

フT~~
り‐・172

25

:｀ 1ヽ64

静lヨ4
n詭4

マ電ё

■60 163

173

どe動5 168

169

=~マ
「

~~
ンなん

170 175 178

4.30 180 18■ 182 183 185
ズツ
プ 488

み ん な が・つ か 巧

③べ■のノロト

株 式
ハ■斗

“
“

上 赤 松 紙 工 社
大阪市南区内安堂寺町通 3ノ 31 TEL回 5661(代表)
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ヽ

0第 5日 目 (ll月
"日
)(水 )

試  合  日  程

0第 6日 目 (l■ 月 21日 )(木 )

コー ト

時間

■ 2

A.M.10.00 L Ｄ
４０

41

10.45
Ｄ

９７

Ｍ
98

92ll.30
L Ｓ
９１

12.15
M.S
217
218

PoM.1.∞ L.D。
42
43

1.45 M.D

"
lCK〕

2.30
Ｓ

９３

Ｌ
94

3.15 M.S.
219
220

コー ト
l 2 3 4 6 7 8

A.M。 9.∞ L
Ｓ

６３
64 65 66 67 63

76

69 70

9。 40 71 72 73 74 77 78

1研繭 190 192 ■94 195 ■96

ll.00 197 199 201

33

203 204

l■ .40
L.D.

" "
∞ 31 32 34 35

12.20 M.D.
85 86

87 89 91 92

PoM. 1.00 L
Ｓ

７９ 80 81 82 83

209`

84 85 86

1.40

2.20

χЮ 212

L Ｄ
３６
37 38 39

3.00
M.D.
93
94 95 96

3.40
L Ｓ
８７

“ "
∞

4.20
M.S.| 。..
2■3 1  Z・・

2rs | 216

バラのある
お買物……０
一鰯商品券癬闇冬鷲
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本 年 度検 定合格
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`『空間をグイナ ツ クに走 る

し tヽ ノヾ ラ ンす ば ら
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法  政

大 阪 学

北 海 学

神  戸

金  沢

青 山 学

大 阪 経

明 治 学

関  西

大

芸 大

園 大

大

大

院 大

済 大

院 大

大

熊 本 商 科 大

立  命 館_大

神  奈  メ|1 大

福  岡  大

東 北 学 院 大

大 阪 市 立 大

中  央  大

男 子 団 体 戦

26 28

30
33

31

29

応 義 塾 大 学

10

ll

12

13

14

i ―
―
ネ||

1 15

L――
一
日

17

九  州  大  学
18

22

25

3

海 道 学 芸 大 学

甲  南  大  学

日 本 体 育 大 学

近 畿 大 学

稲  田 大 学

西 学 院 大 学

浜 市 立 大 学

戸 商 科 大 学

本  大  学

山  大  学

東 学 院 大 学

阪 府 立 大 学

教  大  学

学
― 同 志 社 大 学

6

20

2■

9

リコーエスコート完全防水

日付・曜日が同時にわかる

三
位
決
定
戦

立

●
　
　
　
　

　
　
　
　

●

豊富なアイデア /
特異なデザイン .′

完壁な技術 /
これらを巧みに配合して

世 をリードする

コロ時計〃
¥7,8

D■「1『
J

□Л
00∠
/

1

|

1 24

|

一一一
■
一
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ト
ヨ
ダ
ラ
ケ
ツ
ト
を
御
使
用
の
皆
様
よ
り

「
シ
ヤ
ト
ル
が
飛
び
過
ぎ
セ
ー
プ
す
る
の
に
大
変
だ
」
と
お
小
言
を
戴
い
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
従
来
の
鋼
鉄
で
な
く
世
界

に
誇
る
ス
エ
ー
デ
ン
の
ハ
ガ
ネ
を
使
い
、
我
社
独
特
の
ス
ナ
ツ
プ
の
役
割
を
す
る
ス
テ
ツ
プ
付
ス
テ
ー
ル
シ
ヤ
フ
ト
の
ラ
ケ
ツ
ト
の
為
で
す
。

球
を
打
つ
に
は
シ
ヤ
フ
ト
の
弾
力
が

一
番
大
切
で
す
と
申
し
て
も
余
り
強
す
ぎ
る
と
板
感
に
な
り
ま
す
。

ト
ヨ
ダ
の
ラ
ケ
ツ
ト
は
そ
の
人
そ
の
力
の
力
に
マ
ツ
チ
す
る
様
シ
ヤ
フ
ト
に
キ
ツ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
位
置
を
強
中
弱
と
区
分
し
て
製
造
し
て
あ
り
ま
す
の
で
お
求
め
の
際

に
貴
方
の
力
に
マ
ツ
チ
し
た
弾
力
の
シ
ヤ
フ
ト
の
ラ
ケ
ツ
ト
を
お
求
め
下
さ
い
。

(C:B)

株
式
会
社

バ

ド

ミ

ン

ト

ン
」
Ｐ

ヨ

ダ

東

京

都

三

鷹

市

牟

礼

三

七

九

電
話

武
蔵
野
三
鷹

０

九

四
　
一　
六
番

世

鶴
賀
無

類
一の

ス

テ

ツ
プ

付

ス

テ

ー

ル

シ

ヤ
フ
■

（嗅
案
）

鵞
赳
鱚
欄壌
一

■
■
マ
■
燎
一



女 子 団 体 戦

熊 本 女 子 大

宮 城 学 院 女 子 大

関 西 学 院 大

東 北 女 子 短 期大 学――

武 庫 川 女 子 大 学―
―
8

青 山 学 院 大

l■

「

― 明 治 学 院 大 学

|一―神戸松蔭女子短期大学

~大
阪 樟 蔭 女 子大 学

13

「一―
―神 戸 山手女子短期大学

ヒー大 阪 学 芸 大 学
12

-― 早 稲 田 大 学

京 都 女 子 大 学

戸  大  学

立 教 大 学

甲 南 大 学

7

2

優
勝
戦

| 20

22

同 志 社 女 子 大 学
~¬

日 本 女 子 大 学―
」

16
18

岡  山  大

神 戸 女 学 院 大

日 本 体 育 大

6

10

三
位
決
定
戦 14

~日
本女子体育短期大学

‐ 燿属F
l--+*71-
シヤトル コ・v7

羽立工業株式会社

兵 庫 県 総 代 理 店

限
社
力
網
△〓
三 宮 運 動 具 店

神戸市葺合区琴緒町 5丁目3ノ 8
電 話 神 戸 ② 27■ 3番
r国 鉄 三 宮 駅 山 側 ヽ
民ヽ社党本部横北へ半丁右側 ノ

- 23 -
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男子シングルス (1)

渡  部 (中

小  柴 (東

内  田 (関

工  藤 (熊

松  村 (甲

官  原 (福

央 大)

学 大)

学 大)

商 大)

南 大)

岡 大)

101
川

12

102

103
, ― ― ]I]

|  ~

116
1 ~~

―
松

イ中
17

―
罰n

104   υP

105
森

18

石

20

1~'塁

1 21
L――田

107

22

本寸 (」ヒ

井 (ゴヒ

草 (同

田 (東

日 (関

目 (慶

中 (慶

(定)(近

田 (立

尾 (法

野 (関

本 (岡

田 (中

沢 (立

川 (神

浦 (神

田 (甲

上 (日

田 (岐

山 (福

藤 (早

付 (関

(勝)(東

間 (中

(明

学 大,

九 大)

志 社)

学 大)

西 大)

応 大)

応 大)

畿 大)

命 大 )

政 大)

学 大)

山 大)

央 大)

教 大)

奈 川)

戸 大)

南 大)

本 大)

阜 大)

岡 大)

稲 田)

学 大)

学 大 )

央 大)

治 大)

□ 治 大)

■

4

6

7

5

95

96

97

157

158

159

189

■90

191

161

163

●

●

笹  瀬 (関 _学 大)

阿_部 (明 治 三と2

内  村

入  谷

本  田

服  部

横  !L

松  崎

渡  来

小  谷

和  国

露  木

丸  林

本  山

早  瀬

平  居

宮  本

中  川

岩  谷

二  島

中  川

(北 九 大ヽ

(愛 知 大)

(法 政 大)

(関 西 大)

(同 志 社)

(立 教 大)

(日 本 大)

(神 戸 大)

(関 西 大)

(北 学 大)

(神 商 大)

(慶 応 大)

(神 奈 川)

(大 経 大)

(熊 商 大)

(大 市 大)

(関 学 大)

(岡  山 大)

(法 政 大)

98

8

9

99

10

ll

213

井 (岡 山 大)

井 (関 西 大 )
100

- 25 -
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108

23
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93
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近
鉄
で
つ
く
ら
れ
る
楽
し
い
話
題

ス
ポ
ー
ツ
・
読
書

・
音
楽

ｏ
旅
行

・
ヵ
メ
ラ
な
ど

趣
味
の
お
相
手
は
も
ち
ろ
ん
　
お
し
ゃ
れ
の
話
題
ま
で

楽
し
い
夢
が
ひ
ろ
が
る
コ
ー
ナ
ー
が
揃

っ
て
い
ま
す

若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
う
む
　
近
鉄
の
楽
し
い
コ
ー
ナ
ー

若
い
人
の
ニ
ュ
ー
ス
源
は
近
鉄
で
す

●
ス
ポ
ー
ツ
用
品

・
書
籍

・
文
具

・
レ
コ
ー
ド
売
場
―
ア
ベ
ノ
６
階

ｏ
上
六
４
階

ｏ
カ
メ
ラ
売
場
―
ア
ペ
ノ
２
階

。
上
六
４
階

●
ジ
ユ
ニ
ア
向
き
お
し
や
れ
売
場
∧
二
愛

コ
ー
ナ
‥
∨
―
ア
ベ
ノ
３
階

『
？

．
０

，
′

・

近 議

アベノ621-1231
1: 六771-3331
木 曜 定 休

0

CD

創 業 明 治 45年

日 本 印 刷 株 式 会 社

取締役社長 黒 田 寿 朗

大 阪 市 東 区 神 崎 町 44番 地

電 話 側 0631番 (代 表)

- 26 -



男子シングルス (2)

稲  井 (明 治

平  光

中  原

栗  山

森  田

広  島

土  井

石  崎

山  田

児島(金 )

岡  崎

和  田

加  藤

阿  部

小  林

西岡(弘 )

山  本

横  田

高  橋

粥  川

松  田

高  田

上  原

渡部(善 )

木

重

野

知 大)

志 社)

稲 田)

命 大)

学 大)

南 大)

政 大)

山 大)

戸 大)

西 大)

学 大)

学 大)

央 大)

経 大)

商 大)

政 大)

商 大)

学 大)

志 社)

西 大)

九 大)

学 大)

央 大)

畿 大)

岡 大)

教 大)

169

195

170

171

196

上

35

36

37

野 (法

原 (関

達 (北

(慶

本 (同

村 (神

水 (金

政 大)

西 大 )

学 大ヽ

応 大)

志 社)

奈 川)

沢 大)

大)一

(愛

(同

(早

(立

(ヨヒ

(甲

(法

(岡

(神

(関

(青

(関

(中

(大

t熊

(法

(神

(東

(同

(関

(ヨヒ

(関

(中

(近

(福

(立

24

25

26

27

28

∞

31

32

33

109

110

l■ 2

■14

115

■65

167

l■ 7

l18

120

123

■９

　

　

　

　

　

一

松 (早 稲 田)

本 (立 命 大)

瀬 (甲 南 大)

藤 (北 九 大 )
39

40

207 208

田  中 (日 本 大)

片  岡 (関 学 大)

江

(中 央 大 )

木 (慶 応 大)

田 (北 学 大)|

"|~
41

43

(近 畿 大)

山 (早 稲 田)

大  杉 (関 西 大 )

山 (神 戸 大)

野 (立 教 大)

斉  藤 (明 治 大ヽ

宮

２２。

優
勝
戦

45

部

川

味 沢

田

本

保 川

(熊

(同

(法

(福

(大

(関

商 大)

志 社)

政 大)

岡 大)

市 大)

学 大)

一員
　
　
一九

西

34

l16

168

- 27 -

172

124

46

119

122

∞



素 材 の 厳 選  完 全 な 接 着

河 崎 ラ ケ ッ ト エ 業 株 式 会 社

東京・ 台東

"
リ リ 幸

■■■

11フケ リ ト

- 28 -

●



男子シングルス (3)

東  条 (立

粕  谷 (関

高  古 (岡

日  野 (法

真  壁 (東

谷  田 (同

辻   (岡

教 大)

学 大)

山 大)

政 大)

学 大)

志 社)

山 大)

山 (中

山 (岐

田 (関

辺 (熊

葉 (日

(允)(東

居 (大

木 (法

本 (立

田 (鳥

島 (同

島 (関

見 (北

田 (関

明 (北

井 (北

下 (福

原 (日

口 (鳥

合 (甲

中 (法

田 (大

き (関

上 (慶

色 (神

島 (神

王 (関

央 大)

阜 大)

学 大)

商 大)

本 大)

学 大)

経 大)

政 大)

命 大)

取 大)

志 社)

西 大)

学 大)

学 大)

治 大)

九 大)

学 大)

岡 大)

体 大)

取 大)

南 大)

政 大)

市 大)

学 大)

応 大)

奈 川)

戸 大)

西 大)

47

48

52

53

54

55

56

125

126

127

■73

174

197

■77

178

179

133

134

135

138

139

59

60

61

64

68

199

根 津 谷 (中 央 大)

当  仲 (大 経 大)

東 海 林 (北 学 大)

(明 治 大)

門  田 (神 商 大)

佐  藤 (福 岡 大)

橋  本 (関 学 大)

鴨

中

長

坪

水

日

31

中

季

奥

居 (神

村 (法

瀬 (甲

内 (愛

崎 (関

井 (中

隅 (同

野 (岡

村 (近

家 (慶

村 (立

■28

129

131

戸 大)

政 大)

南 大)

知 ‐大)

西 大)

央 大)

志 社)

山 大)

畿 大)

応 大｀

命 大 )

九 大 )

治 大ヽ

「

―――‖:
1  円

_1 66
~冽

山

藤

0
χЮ

近  藤 (北

田  村 (明

児

一‐ 29 -

57

132

180

140

49

136

58

63

67

50

51

1-下
_1 62
'一甲



最高級の

バ ドミン トン

ラケ ッ ト

E)un:op Maxply

F「ort Under 5

輸 入 発 売 .′

ゴル フボール・ テニスボー

ル をは じめスポーツ用品で

すでにおな じみの 日本 ダン

ロップが世 界的高級品 とい

われ てい るDunlop Maxpiy

Fort uuder 5を 近 日発売
いた します。 この ラケ ッ ト

は 5オ ンス以内 とい う軽量

さで世界の各プレイヤーに

その優秀 さを認め られすで

に全英大会、世 界選抜招待

トーナメン ト、オラング、ド

イツ、デンマー ク、アイル

ラン ド、ス コッ トラン ド、

カナ ダその他の各選手権 大

会で使用 され てお ります。

どうぞご期待下 さい。

輸入元

日本タンロッ2
護護株式會識
総発売元

7●りじフ
諸 江 製 作 所

東京都渋谷区幡ケ谷 2の 21

TEL (369)7011
満慰

下ノ

●

●

- 30 -
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男子シングルス (4)

村  田 (関

上  山 (北

加  藤 (東

呑  西 (慶

大  慈 (関

庄  司 (大

今  井 t早

西 大)

学 大)

学 大)

応 大)

学 大)

経 大)

稲 田)

門  脇 (甲 南 大)

橘  田 (神 戸 大)

三  木 (法 政 大)

後  藤 (神 奈 川)

宮  脇 (同 志 社ヽ

小  島 (中 央 大)

大  竹

横  田

三  宅

世  古

釜  木

西  岡

原

杉  田

水  川

松  沢

山
´
木

佐 々 木

打  浪

(立

(青

(北

(早

(関

(1姜

(金

(ゴヒ

(神

(関

(慶

(日

(甲

教 大)

学 大)

九 大)

稲 田)

学 大)

商 大)

沢 大)

学 大)

商 大)

西 大)

応 大)

木 大)

南 大)

70

71

72

149

151

152

154

155

81

稲

学

西

央

学

九

木

央

命

戸

政

学

学

応

畿

岡

教

商

山

西

学

月

稲

岡

知

政

南

良 (早

橋 (北

(関

越 (中

井 (関

武 (北

藤 (日

島 (中

岡 (立

山 (神

村 (法

村 (関

谷 (東

原 (同

谷 川 (慶

々 木 (近

田 (福

田 く立

田 (熊

坂 (岡

野 (関

井 (関

川 (神

山 (早

原 (福

井 (愛

村 (法

田)

大)

大)

大)

大)

大)

大)

大)

大)

大)

大ヽ

大)

大)

社)

大 )

大)

大)

大)

大)

大ヽ

大)

大)

大)

大)

田)

大)

大)

大)

181

183

185

186

82

古

142

143

■44

146

147

201

83

85

88

89

∞

メL

73

74

76

77

78

79

■1‐

186
1_森

216 辱

「

~~~~^

l 153    ′‐L
I [~1生

峰
巴吉

●

|II(明  治

三
位

決
定
戦

-31-

80

148

188

,1ヂ

~92沢

156

稲

―――西

141

187

●

l

145 1~|   |

751-―」

204



女子シングルス (1)

高  木

近  藤

橋  本

竹  内

小林(悦 )

(日 女体 短)

(岡 山 大)

(関 学 大)

(京 女 大)

(日 体 大)

l

2

3

4

5

6

79

67

68

69

39

40

41

42

43

44

8

9

10

ll

12

13

31

32

33

34

35

合

賀

沼

村

井

十 嵐

林

木

光

塚

田

塚

柳 津

藤

早 川

野

益

保 田

崎

輪

川

田

勝

(樟 蔭 大)

(神 戸 大)

(日 女 体 短)

(武 庫 川)

(宮 城学 院)

(日 体 大)

(日 女 体 短)

、同 女 大)

(岡 山 大ヽ

(立 教 大)

(金 沢女 短)

(東 北女 短)

(日 女 体 短)

(武 庫 川)

(熊 女 大)

(青 学 大)

(神 戸 山手)

(関 学 大)

(神 戸松 蔭)

(日 女 体 短)

(神 女 大)

(武 庫 川)

(岡 山 大)

(日 体 大｀

●

秋 田 谷

水

沢

野

村

原

羽

村

野

田

井

井

間

砂

山

(東 北 女短)

(甲 南 大)

(早 稲 田)

(宮 城学 院)

(武 庫 川)

(樟 蔭 大)

(熊 女 大)

(日 体 大)

(神 戸 山手)

(日 女 大)

(京 女 大)

(青 学 大)

(金 沢女 短)

(神 戸 大)

(日 体 大)

(日 女 体 短)

(神 女 大)

(東 北女 短ヽ

小

繁

●

88

９４

優
勝
戦

∞

松

元

三

宇

七

日

林

天

田

中

栗

蔵

細

石

本

三

横

64

65

7

38

66
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功  刀 (日 女 体短)

藤  井 (岡 山 大)

川  本 (関 学 大)

渡  辺 (日 女 大)

中  道 (東 北 女 短)

生 田 目 (日 体 大)

藤 (熊 女 大)

島 (武 庫 川)

原 (青 学 大)

村 (神 女 大)

屋 (京 女 大)

井 (樟 蔭 大)

井 (金 沢女 短)

永 (日 体 大)

見 (宮 城女 院)

堀 (神 戸 松 蔭)

日 (日 女 体 短う

井 (京 女 大)

崎 (神 戸 山手)

野 (慶 応 大)

原 (岡 山 大)

田 (京 女 大)

山 (早 稲 田)

女子シングルス (2)

83

16

■7

18

19

20

21

47

48

49

51

52

71

72

73

75

76

77

55

57

59

60

23

24

25

26

27

28

29

辺

倉

田 部

崎

藤

山

藤

田

星

川

野

泉

藤

藤

本寸

田

月

水

中

田

柄

野

(東 北女 短)

(神 戸 山 手)

(日 女 体 短)

(岡 山 大)

(武 庫 川)

(日 体 大ヽ

(京 女 大)

(甲 南 大)

(立 教 大)

(熊 女 大)

(同 女 大)

(日 女 体 短)

(日 体 大)

(宮 城 女 院)

(武 庫 川)

(青 学 大)

(神 戸 大)

(関 学 大)

(日 女体 短)

(岡 山 大)

(京 女 大)

(日 体 大)

(金 沢女 短)

(樟 蔭 大)

三
位
決
定
戦

伊

矢

漆

竹

中

藤

蓮

増

伏

岩

樋

吉

宮

水

藤

池

富

田

- 33 -
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74
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このような考えのもとに作られてお
いかがでしょうか ?    |

1長 )圧:(ε
lバ

|● ミ 〕ノ |ヽ 1ノ 弓売]支σ)「‐1'容 は
力 よ リス ピーードで す

如何 に早い時間 を早 く処置するか

で勝負を争 っています

したがぅて大振 りかぶ リプレイ では

通用 しな くなりま した

より少い力でより早いス ピー ドを

出すためにプレイの仕方 も変 り

ラケ ッ トの性能 も変 ってまい りました

すなわち

カッ |｀ が強 く張れ  フレイムのバ ネが
スピー‐ド(I両寸え ら才tる ]単′1性が要可いされ́

鮮:'鼈

て来 たわけです

ヨネヤマのラ乍 ッ |ヽ は

であることに第 1の 目
合板研究で有名 な某

が現

実験をイ衣頼 じ
チョウオーバーレイ

ま

の イ

力

タ

キ

々 と

出来上がった
( 
=;?- r,-z f:'

しか しフ

です)合板フレイムです

ムは強 いだけで (よ ぃけ ません
/ヽ ネか

ならな

くる弾性が生 じて来なければ

の

'1生育し

]:11議の
の養≒ぅ
ヽ

力|ltり
~す

で す

度省 がバ ドミン トンラケ ッ |ヽ の

源 なのです

つ っ ればフレイムが柔かくまた堅過 ぎ

てしまって使いものになりません

(これまま見ただけではわかりません)
この嘩1含を技術者の 感ヽ、||‐ に頼ることなく
ヨネやマは計器動 で選別することになって
おtブ ますから 出来上がるフレイムの性質は
全部向じです
計算これたヨネヤマのフレイムが強くしかも
バネ

11‐ゃるのはこのためてす  .   ‐
111

しかし賠 じ/ヾ ドミン トンがスピー ドでなく
丁          |

力 の競 数 だ と した ら

ヨネヤ1魂のラケット製作は根本的に間違って
|

tヽ ると拳塚ねばなりません

そオι千霊ラ4九:シ |ヽ 製イ乍|ま ,売す支内ξ夕(こ    |  ||
マッチしたI葉合で作 られているのです
如何でしょうψ `            |

ゝ

ヨネヤマの選 手用ズチ■111緞外

'誦

菫‐ⅢⅢ中 裏(1,2)
ハ
０
０
ψ

凸

|ヨ

1

,i輩 .F「 イ,ヽ
■ _‐  1摯
‐‐ ′

1豪 |

・
111 :

讐

　

　

　

絆

｝　
　
い・
．．メ．一

.I

.轟騨乳
I

ョ
ョ
ー
ー

■
増
―
「



大 竹 。安 沢 (立 教

佐 藤・井 上 (日 本

小 谷。児 島 (神 戸

小 野・小 島 (関 西

和 田・横 田 (青 学

長 瀬・広 瀬 (甲 南

山 越・根津谷 (中 央

日 隅・小 草 (同 志

田 中・木 |ム (慶 応

鴨 田・真 壁 (東 学

木 村 。片 岡 (関 学

杉 田。安 達 (北 学

今 井。吉 良 (早 稲

高 野・竹 中 (法 政

竹 木・奥 村 (立 命

三 宅・高 田 (北 九

大 慈・田 付 (開 学

下 田・山 口 (鳥 取

三 上 。斉 藤 (明 治

男子ダブルス (1)

69 73

85

74

70

94

97

75

71

86 88

社)_

(法 政 大)

(東 学 大)

(関 学 大)

(神 商 大)

(慶 応 大)

(福 岡 大)

(甲 南 大)

(北海学園)

(日 本 大)

(愛 知 大)

(立 命 大)

(中 央 大)

(関 学 大)

(神 奈 川)

(同 志 社)

(関 学 大)

(北 九 大)

(慶 応 大)

(法 政 大)

大｀

大)

大)

大)

田)

大)

大)

大)

大)

大)

大)

i

41

|

51
|

オ」。

1喬
。

|[|・

藤・

合・

橋 。

来・

光・

田・

部・

中 村

佐 藤

古 井

門 田

木 目

秋 IL

土 井

広 島

佐々木

入 谷

森 田

小 島

橋 本

一 色

山 木

釜 木

内 村

長谷川

松 尾

大)

大)

大 )

大)

大 )

大)

大)

37

38

43

45

48

51

:局

1 10

「

―丸 林・

L―香 西・

● 3

7

棚

12

13

14

16

■7

山

|・

岡 村・

川・

瀬・

明・

木 。

「

一一倍
|    

‐ ‐

| ■5

=―一打

●

�

優
勝
戦

日 野・

福 島

中 村

三 島

平 居

沢 井

松 王

・武 田 (中 央 大)

・佐々木 (近 畿 大)

・ 辻 (岡 山 大)

。当 仲 (大 経 大)

・坪 1勺 (愛 知 大)

木・山

田 。上

|[t古 。安

木・工

山・橘

上 。稲

田 (岡 山 大)

原 (関 西 大)

松 (早 稲 田)

藤 (熊 商 大ヽ

田 (神 戸 大)

井 (明 治 大)・松 国 (関 西

- 35 -

52

18

|

21-

|

61

―
―伊

―

佐

渡

|

1

81

|

91~
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い か る が 牛 乳

若さと活力を今すぐ諸君に

オールスポーツマンの愛飲に応える

牧 場 本 店

大阪 市東住 吉 区加美 福 井戸 町 3ノ 52

TEL本 社 い1)6134～ 50営業所 け1)5788

直
同

“

川
式
社
株
会

カラーで
お便 り

カラー写真は、どんな名文 よ
l)

も、あ なたの喜びをそのままに

伝えてくれます。喜ばれます。

日本 の カ ラ ー を代 表 す る

=く
う■ラー

リバーサル (スライ ド用 )

ネガティブ (プリント用 )
35mm 2ol欠 1lt Y 500

(ヨロ■■D)伽ll面六
=真
工業

… 」vun】 ▼ s
9`Fヨら ●
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男 子 ダ ブ ル ス (2)

酒 井・村 田 (関 西 大)

森 谷 。加 藤 (束 学 大)

松 浦 。鴨 居 (神 戸 大)

西 山。本 橋 (明 治 大)

条 。西

ノ|| ・りこ

葉 。田

重 。吉

居・小

田 。|」 1

部 。大

藤 。小

寺。岩

原・ UI

田・鈴

(立 教 大)

(神 戸 大)

(日 本 大)

(福 岡 大)

(大 経 大)

(甲 南 大)

上 原・

中 島・

山 本・

山 下・

宮 脇 。

星 野・

八 木 。

近 藤・

阿 部・

1上| 口。

tfra

AH

T.*iR,

,tt ft5

rF )h

i'^ ilifi

{fr lrd

Zt ri\

Ik tlt

I1{ 'JIJ

(関

(同

(法

(福

(同

(立

(立

(北

(中

(明

学 大 )

志 社)

政 大)

岡 大)

志 社)

教 大)

命 大)

九 大)

央 大)

治 大)

(熊  il甘  大)

(近 畿 大ヽ

(大 市 大)

(早 稲 田)

(関 学 大 )

19

20

21

22

231

24

25

26

53

55

56

57

58

59

77

78

79

61

62

65

66

28

29

30

]:『

島

[|

田

林

脇

●

井。 神 (中 央 大)

杉 (関 西 大)

柴 (東 学 大)

井 (関 学 大)

野 (岡 山 大)

木 (法 政 大)

原・粥 川 (同 志 社)

82

′I、

~ビ
象

64

西 岡・西

古 岡。吉

岩 本 。中

遠 藤 。中

村 田。加 抽 =

~生
和

|'1

1司

川

山

月業

|――上江田。福

L―井 上 。李

33

木・野

井 。佐

本ヽ1・ イ左

井 (北海学園)

家 (慶 応 大)

村 (法 政 大)

藤 (北 九 大)

藤 (明 治 大)

辺・太 田 (熊 商 大)

田。吉 崎 (関 西 大)

田・水 川 (神 商 大)

瀬。森 川 (神 戸 大)

坂・高 吉 (岡 山 大)

山。栗 山 (早 稲 田)

轟 ・山 本 (慶 応 大)

‘　
　
　
　
　
　
●

92

清 水 。 原  (金

渡 辺・人 間 (中

岡 崎 。 南  (関

上 山・須 具 (北

仲 野・内 田 (関

中 川・岩 崎 (法

沢 大)

央 大)

西 大)

学 大)

学 大)

政 大)

９

三
位

９

決
定
戦27

60
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完全なバランス″

変型 しない強いフレー

ム/′
スピー ドプレーに適す

弾 '陛′′

すべてハ タチラケッ ト

部の専門的合板実験よ

り生れたものです

日本一の生産量を誇る
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女 子 ダ ブ ル ス

北 野・

小 林 。

天 羽・

宇 野・

栗 田・

田 中・

橋 本 。

篠 節・

松 永 。

近 藤・

小 林 。

小早川 。

佐 藤・

小 合 (樟 蔭 大)

木 1出 (日女体短)

宮 崎 (神戸山手)

中 村 (武 庫 川)

漆 原 (青 学 大)

竹 内 (京 女 大)

川 本 (関 学 大)

沼 田 (立 教 大)

加 藤 (甲 南 大)

上 光 (岡 山 大)

五十嵐 (日 体 大)

田 原 (熊 女 大)

伊 藤 (武 庫 川)

■

5

12

13

14

16

■9

29

30

20

21

22

24

25

26

27

6

木・天 野

ll吃  ・声 川

田・ 蔵

.野・佐 藤

保田・浦 田

山・元 吉

沖 ・岩 堀

田。福 永

(日女体短)

(武 庫 川)

(金沢女短)

(青 学 大)

(関 学 大)

(早 稲 田)

(神戸松|`会 )

(li呵 LL ラk)

石 井 。増 永 (日 体 大)

中

(神 女 大)

(樟 蔭 大)

(京 本 大)

(岡 山 大)

(日 女 大)

(武 庫 川)

(宮城学院)

(日 体 大)

(日女体短)

(京 女 大)

(日 体 大)

(神 女 大)

(東北女短)

34

7

8

Ю

11

|

1

31

菅 沼・尾 崎 (日女体短)

|

41
|

赤 星。伊 藤 (熊 女 大)一
17

名 倉 。繁 益 (神戸山手)一
18

村・須 賀

井・七 村

屋 。米 山

崎。藤 井

辺 。田 村

島。田 中

見・和 泉

藤。生田目

刀。樋 □

井。中 野

田・ 林

輪 。三 砂

1谷・中 道

● 小柳津 。望

三 沢・碓

細 井・坂

小 勝・小

月 (日女体短)

井 (宮城学院)

村 (神 戸 大)

林 (日 体 大)

２

三
位

４

決
定
戦

l

^ |ZI

|
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祝 雷 11日 全日本李重バ トミントン選手権大会

オ ン レ ー タ ー(措棒妻ポ饗孔曇)
SSS高 圧 定 量 ポ ン プ
ジ ェ ッ ト ク リ ー ナ ー

化 学 工 業 用 装 置 機 器 製 造

株 式 会 社 桜 製 作 所

代表取締役 三 浦 春 信

本   社

東京出張所

大阪市東淀川区野中南通2ノ 26

T E L 00)5735(代 )

東京都中央区八重洲 6ノ 1
日束紡ビル豊 田通 商 (株)内
T E L 281)22 4 1(代 )
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選 手 名 簿 (男子)(1)
(○印は団体戦選手)

●

北 海 道 地 区

北海道学芸大学 石 井   仁

川 村   功

大 阪 克 彦

川 村   功④

安 達 惟 彦②

東 海 林  九④

上 山 功 夫②

杉 田 茂 良③

須 具 元 昭②

督

将

務

監
　
主
　
主

|

北海道学園大学 督

将

務

監
　
主
　
主 |

佐 藤 久五郎

棚 橋 岡1 砧

露 木 輝 尚

棚 橋 岡1 砧③

土江田 秀 行②

広 島 重 元③

福 井 正 昭②

東 ゴヒ 地 区
東北学院大学 佐 藤 健 一

佐 藤 允 信

山 田 文 逸

佐 藤 允 信④

森 谷 嘉 範②

加 藤 秀 昭①

④

②

①

彦

雄

男

昭
　
幹
　
勝

田
　
壁
　
藤

鴇

真

佐

督

将

務

監
　
主
　
主

|

小 柴 達 也 4

高 橋 祥 允③

関 東 地 区

中 央 大 学 1監 督 |

1主 将 |

1主

務

|

三 須 徳 次

渡 部 紘 一

下 田 欣 一

渡 部 紘 一④

阿 部   学③

根津谷 礼 蔵③

渡 部 善 臣 2

④

③
　
３
　
①

司

夫

　
一　

平

貞

浩
　
一

井

島

田

島

永

福

武

小

神     至④

秋 山 員 夫②

山 越 邦 夫 3

入 間 秀 哲■

法 政 大 学 督

将

務

監
　
主
　
主

秋 元 信 一

高 野 五十美

中 田 駿 一

五十美④

昭 郎③

富 光②

益 吉 2

秀 l

高 野

岩 崎

中 村

松 尾

三 木

竹 中

山 本

五味沢

鈴 木

野 村

晃④

晃 3

隆 2

二 l

忠 1

将

重

健

安

中 りll 安 正③

伊 村   隆②

日 野 泰 三 2

本 田   務①

立 教 大 学 折 井 利 彦

東 條 義 昭

小 田   昇

大 竹 紘 一②

西 野 一 征①

安 沢 武 司②

星 野 義 昭①

④
　
②
　
①

昭
　
門
　
夫

義
　
正
　
孝

條

崎
　
田

東

松

須

督

将

務

監
　
主
　
主 | |

明 ,台 大 学 監 督

主 将

主 務

雄

朗

夫

安
　
立
　
照

藤
　
口
　
岡

内
　
山
　
岩

山 口

阿 部

西 山

斉 藤

立 朗④

勝 博④

徹 雄 3

正 勝 l

田 方 十 六④

三 上 雅 司③

佐 藤   進②

田 村 欽 勇④

稲 井   岡l③

本 橋 平 八 2

早 稲 田 大 学 1監 督 1菊 池 利 明 |

1主 将 1今 井 清 兼 |

1主 務 1皆 川 欣 昭 |

今 井 清 兼④

吉 良 悠 一③

中 山 広 明 2

③

②
　
ｌ

之
　
之
　
博

良
　
士
口
　
勝

松

山

山

安
　
長
　
粟

古
　
藤
　
沢

世
　
遠
　
安

叡④

進③

尚①

日 本 大 学 鈴 木   勲

佐 藤 忠 男

渡 来 宏 之

佐 藤 忠 男④

佐々木 数 幸③

井 上 英 夫②

渡 来 宏 之④

田 中 国 明③

稲 葉 順二郎③

山 口 義 宏③

督

将

務

監

主
　
主

| | |

●
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選 手 名 簿 (男子)(2)
(○印は団体戦選手)

慶応 義 塾 大学 越 り|!  啓

鈴 木   明

海 野 勝 弘

鈴 木   明④

轟   勝 彦③

長谷川 敏 彦③

山 本 洋 彦②

監 督 ④

③
　
３

進
　
昭
　
忠

秀
　
維

中

山

西

日

本
　
香

井 上 洋之助 4

木 目 嘉 栄③

季 家 弘 興 3

将

務

主
　
主

督

将

務

監
　
主
　
主

神 奈 川 大 学 岡 村 省 三④

後 藤 精 治④
一 色 太 郎②

④

③

司
　
一

庸
　
正

斐

瀬

甲
　
早

森   隆 司④

森 り|1 洋 一③三
　
治

省

精

村

藤

岡
　
後

④

③

昭
　
彦昭

田

坂

横

保

守

　

　

洋

田
　
見
　
倉

和
　
高
　
小

美 りll 雅 寛③

岩 崎 久治郎② l

須 藤 孝 信

和 田 守 良

別 府 博 明

督

将

務

監
　
主
　
主

青 山学 院大学

●

日本体育大学 1監 督 1中 田

1主 将 |三 宅

1主 務 1高 屋

茂

勝

仁

藤 原 睦 和④

高 屋   仁③

山 崎 一 幸④

保 坂 和 也②

宅

高1  田

勝③

隆②

関東学院大学 1監 督 1春 木 直 二 |

1主 将 1山 脇 正 夫 |

1主 務 1田 中 良 和 |

常 盤 貞 俊④

小 室 邦 、彦②

山 脇 正 夫③

山 田 東 雄②

森 りll   晃③

棚 橋 勝 美①

7Lた 浄化装置
Ar三蔵」レ:リー

エ ー ワ ン フ イ ル タ ー

1つのバルブで取扱え

1分間で逆洗でき

1番 小 さ く

1番性能の高い 1番安い

(カ タログ贈呈)

株式会社

●

．性杯
話
話

置
電
電

摯
〓
４．
１３

，
一
５

ノ

Ｌ
「
ノ

２

ツ
し
３

一尺

ノ
ー
，
ヽ
＝

ラ
際
卿
ウ
邸
鴎

ミ

黒
吉

ぐ

目
住
都
市
京
阪
東
大

式 会 社 設 計 )
(712) 0 6 4 0 ・ 2 2 6 5
(671) 0  2  5  1  ´ヽン 4
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選 手 名 簿 ( )|(3) | |■ |||.|||1嗅遺「 )

横浜市立大学 監 督 青 木 聖 公0

植 松 春 樹0

森 FII   孝の

石 ノ|1   登」フ

波 瀬 文 男tD
一　
掟

上
　
望将

　
務

主
　
主

植 松 春 樹

本 田 丈 夫

明治学院大学 山 本   孝

藤 江   至

木 賀  ・ 彦

藤 江   至③

川 It 邦 1瑠 0

臣③  伊 東 正 1140

-①  島 田 敏 行①

一‐‘―
　

一故

田

　

山

ニ

　

ーー

督

将
　
務

監
　
主
　
主

中 部 地 区

金 沢 大 学 ル
　
（Ｄ

也
　
之

勝

忠

藤
　
本

伊
　
松

督
　
将
　
務

監
　
主
　
主

中 野   光

原   栄 一

野 間 成 之

原   栄  ‐0

清 水 芳 隆O

谷 本寸 洋 一C)

川 田 史 郎②

岐 阜 大 学 督
　
将

務

監
　
主
　
主

杉 山 郡 啓

石 田  貢

杉 山 郡 啓3 石 田  貢 3

愛 知 大 学 稲 熊 文 隆

坪 内  仁

入 谷 誠 也

沢 井 建 -4

入 谷 誠 也 3

督

将

務

監
　
主
　
主

平 光 邦 彦4  坪 内   仁 3

中 四 国 地 区

鳥 取 大 学 中 尾 喬 一

山 口 伸一郎

上 田 健 二

督

将

務

監
　
主
　
主

下 田 卓 司3  山 口 伸一郎 2

岡 山 大 学 西 崎 正 明

山 田    昇晨

萩 原 克 嗣

督
　
将

務

監
　
主
　
主

藤 井 英 雄0  机1 本 尭 敏③  辻   誠 自③

山 田   熙②  小 坂   徹②  高 吉 信 雄②

萩 原 克 嗣2 引 野 卓 也 2 坪 井  清 2

和 田 正

近 藤

藤

原 元 重

砧
　
紘

恒

　
邦

④
　
③
　
４

明
　
司
　
三

孝

彦

庸

国
　
秀

宅
　
村

三
　
内

宮

明
　
司
　
次

［
力
　
　
」呻̈
　
　
一「『

孝
　
砧

田

　

細

宅
　
藤
　
明

林
　
藤
　
島

三
　
近
　
打

若

佐
　
桑

督

将

務

将

務

主
　
主

監
　
主
　
主

福 岡 大 学

:i↑  l

次 :,,

‐
:,

:卜
:

之.2・

高 田 健

打 明 健

春

ll

秋 山 精

吉 田 信

北 九 州 大 学

熊本商科大学
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富 田   浩

渡 辺   直

稲 葉 直 之

渡 辺   直つ

宮 :]` 111 敬、ヵ

工 藤 勇 参①

太 |」 英 範②

西 1司  ]| ―②

宮 本 英 記②

西 岡 一 造②

督

将

務

監
　
主
　
主

●

九  州 地  区

●



選 手 名 簿 (男子)(4)
(○印は団体戦選手)

御食事 スポーツの後の御休憩には

明るい憩いの場所

育 館 食 堂
TEL(94)0672

出張パーティ, 折詰等多少に拘らず御用命願います

督

将

務

監
　
主
　
主

同 志 社 大 学

|

明
　
昭
　
臣

芳

良

祓

谷
　
隅
　
野

高
　
日
　
小

豊 原 洋 治④

小 り|1 雅 輝③

横 山  博 4

谷 田 博 司 2

粥 り|1 雅 雄③

中 島 昭 雄③

ヨ
`2
兵①

日 隅 良 昭③

小 草 興 司②

中 原 正 敏 2

甲

脇
　
本

宮

山

関 西 地 区

督

将

務

監
　
主
　
主

立 命 館 大 学

|

川 木 未 夫

片 岡 慶 一

稲 岡   清

山 田 雅 弘③

森 田 紀 秋①

③
　
②

清

敏綱

岡

村

稲

奥

③
　
②

憲
　
次

昭
　
清

木

本

八
　
竹

男④  服 部 清 彦 4

明③  松 田 新二郎③

三3 津 田 岡1生 3

之②  小 島 イ中 治 2

昭①  吉 崎 弘 美 l

和

重

昇

隆

英

田

王

杉

野

村

松

大

小

南

④
　
４

夫
　
人

明
　
武

井

沢

酒

松

３
　
３
　
（①

治

浩
　
一

美

忠
　
強

田

原

崎

和
　
上
　
岡

雄
　
夫
　
人

松
　
明
　
武

木

井

沢

植
　
酒
　
松

督

将

務

監
　
主
　
主

関 西 大 学

平 居 達 也③

庄 司 耕 造②

②

②

市

道

修居

仲

松

当

小 林   司②之
　
也
　
吉

浩
　
達
　
忠

田
　
居
　
口

北
　
平
　
谷

督

将

務

監
　
主
　
主

|

大 阪 経 済大学
|

|

大阪市立大学 一　
隆
　
三弘

田

本

崎

植
　
山石
　
尾

督

将

務

監
　
主
　
主

|

中 村 貞 文④

岩 本   隆③

福 田 八 朗①

彦④  岩 本 政 治0

夫③  中 り|1 武 彦①

隆

澄

田
　
場

寺

馬

③

③
　
②

男

彦

海

宣
　
威

宏

田
　
汲

潮

井

林

名 島 正 樹③

杉 田 忠 邦②

大河内 秀 男③

高 田 克 己②

雄

男

幸

宣

田
　
田

岸

潮

督

将

務

監
　
主
　
主

大 阪学 芸 大学
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選 手 名 簿 (男子)(5)
(○印は団体戦選手)

●

督

将

務

監
　
主
　
主

近 畿 大 学

|

佐 藤 茂 雄

高 木   晃

吉 岡 定 雄

吉 岡 定 雄④

中 村 忠 男③

佐 木々 昭 二③

吉 岡   淳①

大阪府立大学 督

将

務

監
　
主
　
主

八 田 尚 史

井 家 康 雄

西 り|1   仁

③
　
②
　
①

雄
　
等
　
郎多

康

　

　

勝

家

村

森

井
　
一二
　
小

淡路谷 公 博③

三 島 弘 孝②

西 り|1   仁③

伊 藤 誠 一①

関西 学 院大学 督

将

務

監
　
主
　
主

武 田 一 徳

橋 本 元 二

小 寺 将 彦

久保川

釜 本

橋 本

粕 谷

啓④

洋 4

二③

± 3

彰②

二 2

栄 ■

村 田

片 岡

上 原

小 寺

大 慈

徳 田

男④

正 4

勝 3

彦 3

彦 2

彦 1

彦④

夫 4

也 3

雄 3

イ中2

幸■

正

九

雅

修

守

将

康

輝

笹 瀬 孝

木 村 哲

藤
　
野
　
田

加
　
仲

内

覚

敏

泰

博

井

谷

付

井

岩

山石
　
田
　
古

甲 南 大 学 督

将

務

監
　
主
　
主

④
　
④

一
　

一

嘉
　
隆

田

瀬

時

広

博

郎

洋

敏

田
　
脇

橋

合
　
門
　
高 |

河 合 謙一郎④

長 瀬 久 雄④

門 脇 敏 郎③

土 井 弥 一④

松 村 尚 嗣 4

打 浪 康 哉③

神 戸 大 学 彦
　
五
日

英

克
　
金
　
稔

村

島

山

中
　
児
　
丸

督

将

務
|

監
　
主
　
主

小 谷 砧 司④

児 島 金 吾③

丸 山 稔 英 3

堀 山 修 一〇

松 浦 利 春③

吉 り|1 寿 治②

橘 田 看l雄 4

鴨 居 高 司③

児 島   晋②

神戸商科大学 督

将

務

監
　
主
　
主

橋 本 正 己

丸 林 克 彦

牧 野 秀 樹

|
|

③
　
③

彦
　

一

克
　
富

林
　
上

丸

村

横 田 忠 明③

門 田 至 弘②

水 り|1 正 彦③

●

時  計
宝  石 記 念 品

貴 金 属
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大 阪 心 斎 橋 筋

TEL 01)105001040

高 木   晃④

境   康 伸③



大阪一京都―びわ湖を結ぶ

京 阪 電 車

(淀 屋 構 )

出 町 柳

(三 条 )

山 寺 行 直 通 運 転

2 0 う) イ1ナ  ;6 =11
ロープウェイ

0分 ～ 15分 毎 発

根 本 中 堂

四 明 攘

ケ 大 日

|

プ
ル

三 井 寺

1

つ

1胡

社 /
京

都 / 平 安 神 宮

/
びわ湖朝
ミュ…ジッタ ス`

三

条
# :.mua 毘 沙 門 天 小 門 赴 コ ~ス

中 書 島

∴ 枚 方 公 園

京 橋

天 王 寺

淀 屋 橋

義 仲 寺

び わ 3にイヒ0官 ■
■
■
■
■
■
■
口
京
阪
電
車

―
キ
Ｉ
Ｉ

ｔ
ｉ
ｌ
ｌ

ケ

ー

プ

ル

ー
ー
ー
ー

ー
ー

ー
‥
―

バ

ス

路

線

■
，

地

蔵

大

阪
ハ

イ

キ

ン
グ

山
　
　
　
ス

石
　
　
　
プ

温 泉

お 問 合 わ せ は

大 阪

万t者5

大 津

所

所

所

所

所

内

内

内

内

内

案

健

案

案

健

橋

蹄

臨

橋

紳

暖

三

「

載

三

浜

　

土

禍

巨

ネ
　
　
巨

車

コ

邑

通

「

電

電

』

交

電

阪

阪

阪

阪

阪

京

京

京

京

京

京

京

京

京

.202)

・
231)
941)
641)

(56)

(22)

７

６

０

１

０

２

５

６

３

１

８

０

６

４

９

１

３

５

０

０

7741-7744

4521 ・ 4522
2670・ 6874
6424・ 6403

阪 交 通 社 河 原 町 案 内 所

阪 電 車 大 津 運 輸 部

阪 電 車 浜 大 津 駅 案 内 所

阪 電 車 国 鉄 大 津 駅 前 案 内 所

大 津

大 津

大 津

特 急 45分 急 行 20分大阪
橋 浜大津

大

阪

工泉
輛節

枚

方

市

電 車

_ロニロ●
"1「
■

黒 阪

●

●
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醍

醐
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畑
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平
等
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選 手 名 簿 (女子)(1)

東 北 地 区

(○印は団体戦選手)

東北女子
短期大学

部 谷 光 延

秋田谷 昌 子

中 通 智 子

田 辺 蔦 子②

横 山 綾 子②

秋田谷 昌 子②

大 塚 ト シ①

中 通 智 子②督

将

務

監
　
主
　
主

宮城学院
女子大学

崎
　
橋
　
見

松

高

伏

督

将

務

監
　
主
　
主

楽

伸 子

ヒロ子

高 橋 イ申 子③

碓 井 武
‐
子①

伏 見 ヒロ子②

和 泉 典 子①

三 沢 祐 子①

● 関 東 地 区

督

将

務

監
　
主
　
主

本女子
体育短期大学
日 今 井   先

功 刀 淑 江

増 田 勢津子

高 木 紀

功 刀 淑

望 月 光

尾 崎 靖

天 野 博

小柳津 春

本 間 康

小田部 美

小 林 粛 江②

樋 □ 清 子①

菅 沼 晴 子■

子②

江①

枝①

子 1

江②

江①

子■

江 l

日本 体 育大学 中 田   1茂

小 勝 紀 子

山 田 美那子

小 勝 紀 子②

増 永 克 子②

小 林 邦 子①

林   順 子 1

小 林 悦 子②

山 田 美那子 2

佐 藤 三 和①

石 井 光 子②

五十嵐 明 美①

生田目 洋 子 1

督

将

務

監
　
主
　
主

青山学院大学 平 松 ′熙 子

栗 田 弘 子

小 野 政 子

督

将

務

監
　
主
　
主

栗 田 弘 子③

諸 岡 照 子②

漆 原 佳 子①

小 野 政 子③

小田原 百合子②

佐 藤 弘 子②

渡 部 佳 子②

日本女子大学

中 田 瑞 恵

藤 木 尚 子

文` 化 の 創 造 は 印刷 に始 ま って

印刷 に終 る、

人 々は この大 切 な事 を忘 れ が ち

で す。 この点 を私 達 は あな た に

督

将

務

監
　
主
　
主

伊 藤 敦 子④

立 石 房 子③

田 村 信 子②

中 田 瑞 恵③

渡 辺 禎 子③

藤 木 尚 子③

七 沢 紀 子③

●

ア ピール します。

あなたの  光    洋    日]   刷
京都市東山区大黒町通五条上ル 電話

“

)2818
神戸市葺合区熊内町六丁目四一 電話 (a1842
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選 手 名 簿 (女子)(2)
(○印は団体戦選手)

早 稲 田 大 学 監
　
主
　
主

督

将

務
|

菊 池 利 明

今 井 清 兼

皆 り|1 欣 昭 |

富 山 陽 子④

出 淵 佳 子①

元 居 園 子③  カロ 賀 文 恵③

佐 藤 真 美①

立 教 大 学

|

監
　
主
　
主

督

将

務

折 井 利 彦

篠 塚 栄 子

沼 田 起代子 |

篠 塚 栄 子③

沼 田 起代子③

海 内 要 子③  谷 口 嘉代子③

明治学院大学

|

監
　
主
　
主

督

将

務
|

山 本  孝

藤 江   至

木 賀 一 彦

佐々木 淑 子④

寺 田 征 子①

三 宅 充 子③  斉 藤 美恵子③

慶応義塾大学 監
　
主
　
主

督

将

務
|

越 川  啓

鈴 木   明

海 野 勝 弘

水 野 美奈子 2

中 部 地 方

金沢女子    1監  督 1岸 本 正 子 |

短期大学 |    |        |
1主 将 1吉 田 みつ子 |

|     |          |
1主 務 1塚 谷 久 子 |

吉 田 みつ子 2

蓮 井 春 美 1

蔵   博 子 2  長 柄 かつ子 l

中 0四 国 地 方

岡_山 大 学 監
　
主
　
主

督

将

務
|

西 崎 正 明

山 田   ′熙

萩 原 克 嗣

近 藤 照 子③

土 光 郁 恵②

徳 田 和 子②

福 永 節 子②

西 崎 和 子②

藤 井 定 子②

藤 原 道 子②

●

ハイセンスのおしゃれ

ら ん 美 容 院

大阪 市 西 区京 町 堀 4の 10

TEL 大阪 (443)1670

●
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選 手 名 簿 (女子)(3)
(○印は団体戦選手)

●

九 り中1 地 区
熊 本 女 子 大学 監

　
主
　
主

督

将

務

伊 藤 基 記

小早川 浩 子

赤 星 尚 子

小早川 浩 子④

高 塚 淳 子①

赤 星 尚 子③

田 原 汀 子①

筑 紫 工 子②

伊 藤   和①

関 西 地 区

京都女子大学 監
　
主
　
主

督

将

務

吉 岡 文 雄

中 屋 悦 子

田 辺 俊 子 |

中 屋 悦 子②

竹 内 光 子①

田 中 昌 子①

池 田 敦 子②

吉 井 美代子①

米 山 栄 美①

中 野 順 子①

同志社女子大学 監
　
主
　
主

督

将

務

高 谷 芳 明

青 木 州 子

西 り|1 文 子

青 木 州 子③

稲 毛 伶 子①

磯 田 恭 子①

高 津 洋 子②

安 保 通 子①

白 銀 道 子①

荒 り|1 須 美①

大阪樟蔭
女子大学

監
　
主
　
主

督

将

務
|

杉 山 アツ子

北 野 広 美

阪 口 隆 美

広

佳

泰

野

合

村

北
　
小
　
七

④
　
②
　
①

美
　
子
　
子

横 江 敦 子③

藤 井 栄 子②

赤 井 秀 子②

杉 田 雅久子②

大阪学芸大学

|

|

監
　
主
　
主

督

将

務 |

岸 田 幸 雄

井 上 昌 子

岡 崎 博 子④

谷   富美子②

柄 谷 正 子②

井 上 昌 子③

吉 田 麗 子②

増 永 信 子③

和 田 弘 子②

関西学院大学 監
　
主
　
主

督

将

務

徳
　
一
一　
彦

一　
一九
　
将

日

本

寺

武

橋

小
|

久保田 院 子④

浦 田 紀美子②

橋 本 政 子③

川 本 喜代恵②

上 坂 智佳子③

田草川 嫡 子②

'進

の生一本

わ 密

特約店 株式会社 荒 田 屋 酒 店

●
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選 手 名 ″簿 (女子)(4)
(○印は団体戦選手)

神戸女学院大学 1監 督 1堀 本   周 |

1主 将 |三 輪 捷 子 |

1主 務 1竹 村 公 江 |

三 輪 捷 子③  竹 村 公 江③

大 塚 美智子①  須 賀 公 子①

三 砂 絢 子②

関 西 地 区

②
　
①

子

子

和
　
長

倉

崎

名
　
宮

督

将

務

監
　
主
　
主

堂
・
大期

手
短
山
子
戸
女
神

|

|

繁 益 峰 子

宮 崎 長 子

村 上 真樹枝|

繁 益 佳 子②  天 羽 千栄子②

武庫川女子大学 柿 木 健一郎

宇 野 芳 子

香 山 瑞 世

宇 野 芳 子③

佐 藤 富 子②

矢 島 宏 子①|

督

将

務

監
　
主
　
主

| |

中 村 公 子②  伊 藤 敬 子②

芦 り|1 公 子②  乾   温 子②

田 中 和 子 l

神戸松蔭
女子短期大学

督

将

務

監
　
主
　
主

|

|

|

| |

太 田 一 雄

尾 崎 暁 子

杉 本 美沙子 |

沖   環 枝②  岩 堀 もと子②  尾 崎 暁 子①

杉 本 美沙子①  白 国 信 子①

甲 南 大 学 合 田   博

松 永 広 子

法 貴 公 子

松 永 広 子③

南 波 百 子々②

伊与木 敬 子③

河 井 康 子②

加 藤 須美子②

本 間 睦 子①

督

将

務

監
　
主
　
主

|

神 戸 大 学 1監 督 |

1主 将 |

1主 務 |

中 村 克 彦

細 井 悦 子

丸 山 稔 英

細 井 悦 子③

笹 部 糸屯 子②

|

坂 村 咲 子③  細 井 つた子③

浜 田 美智子①

祝 全日本李童バドミントン選手権大会

_」L
_」L^
4卜

―Hト
」
=Lハ

京都府バ ドミントン協会・ 副会長

京都学生バ ドミントン連盟・会長

ヽ

水

●
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全日本大学バドミントン選手権大会記録

男 子 の 部

第 二 回

第 二 回

第 一 回

位

大  学

大  学

大  学

塾 大 学

塾 大 学

塾 大 学

塾 大 学

塾 大 学

大  学

大  学

塾 大 学

大  学

立  教

関 東 学

慶 応 義

同  志

明  治

関  西

関  西

法  政

明  治

立  教

法  政

慶 応 義

位

大  学

院 大 学

1 塾 大 学

社  大 学

大  学

大  学

大  学

大  学

大  学

大  学

大  学

塾 大 学

優   勝
慶 応 義 塾 大 学

慶 応 義 塾 大 学

立 教 大 学

立 教 大 学

立 教 大 学

立 教 大 学

立 教 大 学

立 教 大 学

立 教 大 学

慶 応 義 塾 大 学

立 教 大 学

法 政 大 学

二

政
　
教
　
治

法
　
立
　
明

第 四 回

第 五 回

第 六 回

第 七 回

第 八 回

第 九 回

第 十 回

第十一回

第十二回

慶 応 義

慶 応 義

慶 応 義

慶 応 義

慶 応 義

法  政

法  政

慶 応 義

立  教

●

女 子 の 部

第 二 回

優   勝
京 都 女 子 大 学

郡 山 女 子 短期 大学

日本女子体育短期大学

京 都 女 子 大 学

京 都 女 子 大 学

日本女子体育短期大学

熊 本 女 子 大 学

熊 木 女 子 大 学

京 都 女 子 大 学

熊 本 女 子 大 学

二   位
盛 岡 女 子 短 期大 学

京 都 女 子 大 学

京 都 女 子 大 学

同 志 社 女 子 大 学

慶 応 義 塾 大 学

日 本 体 育 大 学

日本女子体育短期大学

京 都 女 子 大 学

熊 本 女 子 大 学

日本女子体育短期大学

三   位
部 山 女 子 短期大学

青 山 学 院 大 学

郡 山 女 子短 期 大 学

成  渓  大  学

日本女子体育短期大学

京 都 女 子 大 学

京 都 女 子 大 学

大 阪 樟 蔭 女 子大 学

大 阪 樟 蔭 女 子大 学

日 本 体 育 大 学

第 四 回

第 五 回

第 六 回

第 七 回

第 八 回

第 九 回

第 十 回

第十一回

第十二回

つ 一

●



全日本学生バドミントン選手権大会記録

Ю
Ю
カ
ガ

カ
Ю
ガ
ガ
Ю
ガ
カ
月

カ
カ

知
カ
カ
Ю
知
ガ
ガ
趙
力

月

応
教
教

教

教
教
教

治
応
教
教
教

教
教

政
教

応
政
教
政
応
政
教

教

(慶

(立

(立

(立

(立

(立

(立

(明

(慶

(立

(立

(立

(立

(立

(法

(立

(慶

(法

(立

(法

(慶

(法

(立

(立

啓

敏

雄

兼

文

川
石

月

越

片

望

裕

則

郎

正

芳

部

田
藤
藤

石
加
佐

の
　
勧
〃
〃

一
英

敏

房

潔

建

雄

裕

雄

栄

克

兼

隆

　

　

好

伸

忠

井

島

石

垣

辺

場

宮

木

野

永

北

片

板

渡

豊

小

並

星

雄

一
則

敏

忠

啓

房

一
純

文

健

正

兼

　

　

隆

栄

嘉

月

沢

藤

石

田

川

垣
井

田

望

宮

加

片

高

越

板

永

高

複

〃

〃
複

″

〃
複

〃

〃

子

子

享

絢

子

子

子

子

子

節

美

子

世

　

代

充

恭

艶

恭

加

　

紀

謁

子

子

子

子

子

子

や
　
　
　
や

和

み

和

文

み

典

子

　

≫

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

り

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

ゝ

＞

＞

＞

＞

＞

．．
　

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

教

教

教

教

教

西

教

教

謝

教

教

西

教

教

教

教

政

教

教

教

西

応

央

西

男

　
鮭

α

鮭

鮭

鮭

憫

α

鮭

綱

は

け

佃

鮭

鮭

往

鮭

鉄

往

に

は

憫

帳

帥

憫

郎

敏

雄

一
敏

博

敏

一
雄

一
雄

博

雄

一
房

房

束

雄

憲

雄

二
司

一
二

芳

兼

文

栄

兼

康

兼

栄

利

栄

好

康

好

栄

隆

隆

八

好

善

好

祝

武

絃

祝

藤

石

月

井

石

松

石

井

内

井

宮

松

宮

井

垣

垣

田

宮

垣

宮

信
永

部

信

佐

片

望

永

片

小

片

永

河

永

小

小

小

永

板

板

小

小

板

小
国

宮

渡

国

〃
単

〃

″
単

〃

〃
単

〃

〃

位

勝

位

位

勝

位

位

勝

位

位

三

優

二

三
優

二

三
優

二

三

回

　

　

回

　

　

回

一　
　
　
一
一
　

　

三

十

　

　

十

　

　

十

第

　

　

第

　

　

第

子
　
ガ
ガ
ガ
０
カ
ハ
０
０
カ
月
０
月
ガ

女

女

女

緻

女

女

緻

難

女

女

姉

女

女

女

　
鯨

鯨

銅

鏑

鯨

鯨

鏑

０

鯨

熊

“

篠

繊

子

子

子

節

子

子

節

美

子

子

子

子

子

代

　

久

や
　

茂

享

恭

祥

　

邦

恭

　

紀

和

紀

み

文

外

〃

〃
単

″

〃
単

〃

〃

位

位

勝

位

位
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活動派の靴
員田iSOI‖ |
LEDK

●活動派なら≪マジツン・ ルック》

ウォール街に代って、アメリカの大量消費

をリー ドするマジソン・ アペニューのビシ

ネスマンの活動力は、世界の経済を動かし

ます。そのエネルギツシュな活動性にビッ

タリというのがLPシューズ≪マジソン・

ルック》です。

●業界一の生産能力

月産能力 10万足を誇るLPシ ューズは、良

質の評革と耐久力のある合成樹脂底を優れ

た技術で接着 し、厳格な品質管理のもとに

量産されております。

●LPシューズに交通保険が発足

トーヨーLPシ ューズには、一年間、最高
5万円の安田火災海上の交通事故傷害保険

の申込みハガキがついております。

●B-108 2,500円

スポーツに 0通学に

オ」旨Jコル
東洋 ゴムエ
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各地区学連委員長の抱負

北海道学連委員長  紙 谷 幸 吉

北海道学連のスケジユールも終り,学連バ ドミントン界の今年度最後の

大会として,大阪で開催されるインカレに参加するに当り,北海道学連出

場校の抱負を簡単に述べてみよう。今年度の参加 |′交は毎年のごとく,男子

北海学H大学,北海道学芸大学,女子は北海道学芸大学と計三校と大変少
ない参加ですがいずれも北海道学連界の精鋭ばかりであります。先ず北海

学園大学は今年は四年目が居ず,三年目,二年目が主軸をなし, 主将棚橋以下特に二年目の活躍に

より団体戦に於いては一昨年よリー度も他校に優勝を譲らず, 道内学生バ ドミントン界の雄であ

る。又土江田・福井のダブルスも一流選手に混じってどこまでくいこむか楽しみである。

北海道学芸大学男子は今年も卒業生を多く出したが, 今年もシングルスで圧倒的な強みで連勝し

ている杉田,又東 FI本大会に参加し, 自信をつけた安達が居り,個人戦では,こ の両者は昨年以上

の成績は間違いないものと確信する。一方女子は昨年のインカレと今年の東日本大会参加の鎌田 ,

菊地の活躍が期待できる。 以上北海道学連出場校の状況である。最後に主管の関西学連,大阪協会

の皆様に感謝し,本大会の成功を祈ると共に, 今大会をより有意義なものにしてくれる事を望む次

第でありますc

東北学連委員長  高 橋 正 男

今年も例年通り秋が深まると共に,学生界の最大の行事である全日本人

学並びに学生選手権大会が大阪で開催されます事は誠に喜ばししヾ事です。

さて東北学連から参加するのは,男子が東北学院大学,女子の東北女子

短期大学,宮城学院女千大学の三校です。       ‐   ,｀

先ず東北学院大学は,東北大会で,団体戦,個人戦共優勝し鴇旧を中心

とし,高橋 (祥),真壁,森谷,佐藤と粒がそろっており, かなりの成績は期待出来ると思います。

特に今春入学した佐藤は東北大会で第ニシー ドを破っており, 個人戦に於てかなりの善戦が期待さ

れます。一方女子の東北女子短期大学は東北大会で団体戦,個人戦共優勝しており, 田辺,横山 ,

秋田谷,中通,それに今年度入学した大塚がおり,こ の豊富な陣容で,力を充分発揮すれば, かな

り上位にくい込む事が出来ると思います。個人戦も全員の活躍が充分期待出来るでしよう。叉宮城

学院女子大学も,高橋,伏見を中心としてかなりの成績が期待出来るでしよう。 残念ながら東北地
方は,高校の一流プレーヤーを関東に抜かれている状態ですので, 今後はどしどし東北の各大学ヘ

地元の高校生を入れまして,東北地区のレベル向上に努めたいと思います。最後に,本人会にたず

さわっている,関西学連の皆様に心から,その骨折りを感謝すると共に, 本大会の成功を祈ってや

みません。

関東学連委員長  ノ!ヽ山内  信

38年度全日本大学学生バ ドミントン選手権大会が,大阪に於いて開催さ

れる運びとなりました事は真に喜ばしい事と思っております。開催準備に

日夜御努力なされました主管学連及び関係者の皆様に心から感謝の意を表

します。関東学連は多数の優秀プレーヤーの卒業で苦しい所ですが,その

穴を埋めるべく優秀プレーヤーが新人から続出しておりますので,ま ず安

ｏ
　
　
　
　
●
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泰です。

.男子団体では昨年の優勝校法大と春季 リーグ戦で初優勝した中大と準決で顔を合せることになり

そうであり,又一方,伝統ある立大と慶大がぶつかり合う事になるが, どちらにしても優勝はこの

四校から出ると思う。 いずれも激戦が期待される所である。女子は日本女子体育短期大学が久し振

りの優勝を成し遂げる事は間違いないであろう。又,日本体育大学も上位に食い込む事は不可能で

はない。_

個人戦では,東 日本の覇者渡部 (中大)と , 例年上位人賞をしている東条 (立大)が互いに初優
勝を狙っている。その他,高野 (法人),田上 (明大)のベテランや阿部 (中大), 長谷川 (慶大)
秋山 (中大),安沢 (立大),伊村 (法大)等の新鋭が上位入賞をするであろう。 ダブルスは昨年
度一年ながら三位の大竹・安沢 (立大)や ,中村 0伊村 (法大), サウスポートリオの轟 0山本 (慶

大)等の二,三年生のペアが大活躍するであろう。

又女子は,高木 (日 女体短大)_の実力は抜群であろう。 昨年のインカレに続いて二連勝する事は

疑いない。公式大会の連勝記録がどこまで続くかが見ものである。 その他,小勝 (日体大),功刀
(日 女体短大), 天野 (日 女体短大),小林 (日体大)等と近来にない充実した女子陣は,上位入
賞を独占する事も決っして夢ではない。

関東学連は,本大会の全種目を制覇する事を念願しているが, これは不可能ではないと思ってお

ります。 最後に,他地区の御健闘を期待すると共に,選手諸君はスポーツマン精神を良く守り,最
後まで堂々と戦い,今大会が大成功に終えるように望む次第であります。

中部学連委員長  土  屋    宏

今年も余すところ一ケ月半あまりとなり,い よいよ学生バ ドミントンの

王座を競う全日本人学学生選手権大会開催の運びとなりましたが,ま ず主

管学連及び関係者の皆様に厚 く感謝の意を表します。

さてインカレも年毎にその参加者が増え,今年は遂に人数制限をするの
やむなきにいたったことは残念ではありますがこれも学生バ ドミントン界

発展のあらわれと思います。

我が学連からの参加は十名程度で制限人員を満たしえなかった中部学連としては, 関東,関西の

制限にもれた方達に対しておわびの言葉もございません。

それでも中部学連としては今年度学生バ ドミントンの最後を飾る東西対抗を主管することになっ

ているので,彼等に対する期待も大きいし,又必ずや活躍してくれると思う。
ここで中部の期待をになう各選手の活躍を占ってみよう。 まず,男子勢では中部の雄,金沢大の

●

・　
　
　
　
　
●

新設階上喫茶ルーム

コーヒ・サンドイッチ

甘 党 喫 茶 アベノ橋
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清水,原両選手があげられよう。昨年中部大会ダブルス優勝の清水 。原組 ,シ ングルスニ位の清水 ,

彼等は中部には数少ないオーソドックスな攻撃型の選手であり, 彼等のスマッシュは中部では抜群
であり,関東 ,関西の強豪の中に互してひけをとるものではなく, いまからその活躍が期待される。
一方女子では,今年度中部 No。 ■と目される金沢女子短期大学があげられる。 中でも吉田・蔵の
ダブルスは昨年中部の覇者であり,関東,関西,九州の一角にくいこんでくれると信じている。
中部の枠にとじこもりがちな中にあって,西 日本さらにインカレに出場してくれた岐阜大学, 金
沢大学,さ らに金沢女子短期大学の各選手の健間を祈ると共に, 彼等の努力が必ず中部勢の奮起を
うながし,近い将来関東,関西と互角に戦えるようになることと思う。又それが我々地方に住むも
のに課せられた急務であり,それがひいては学生バ ドミントン, いや日本バ ドミントン界の発展を
促すこととなろう。

中。四国学連委員長  辻   誠  目
我々中・四国学連は地域的には広範囲に亘っているが,その実力に於て

は関東 ,関西に遠 く引き離されている。が ,近き将来には現在活躍し努力研

究している 250名 近い各校の部員の中から,或いはその人達に指導された

選手の中から高い技術を身につけた者が生れ出ることを望み,又そうある
ことと確信している。というのは,現在当学連の各校各選手は日々研究し

努力しているし,又これからは上記の関東, 関西の面々の出場する大会に数多く参加するであろう
し,そ してそれとよき経験として各選手が工夫,精進し,成長することは目に見えている。今年度
から新たに加盟した松山商人,愛媛大学等も今までは隠れた士であったが, これからは良き競争相
手として増々のびるであろう。我々は我々のみならず,地元の高校生をも鍛え指導し, 共に研究す
べく,少なくとも我々全日本学連の為,真面目な学生スポーツマンを養成するよう努力しよう。最
後にその為には是非必要な諸氏のご協力ご指導をお願いします。

九州学連委員長  伊  東    剛
過去の大会を振返って見ると,二・三の女子選手は例外として,九州勢
の成績はよろしくない。活躍が皆無である。特に男子の不振は目を覆うば

かりである。九州は最近伸び悩みで一向に上昇気運がなかったが,今春あ

たりから前進の姿勢が見える。本大会でそれが現実になってくれると良い

のだが。

il‖
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働きをよくする活性アミノ酸剤です。

■まずこんな時に……○疲れ易い時。疲れた時

○全身の抵抗力をつける時○肝臓が弱っている
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中毒○神経痛や筋肉の痛み○食欲不振 。皮膚炎

60"i  350Pヨ  // 121)'き   600.9  ノ′  3002定  1.300円

/搬液 アンプル 20′″′150円 //ド リンク 鵬′′″蜘|]■ ,ベ

ル

- 57 -

、年
一か



九州勢は関東,関西勢に対する劣等感といった負目を振り払ってしまわないと, 何時までたって

もうだつがあがらない。彼等は現在は確かに強敵であるが, 他日きっと互角に戦え, りよう駕する

日が来るに違いない。その日の礎えのため木大会で健闘を期待する次第。

九州勢の中有望な選手が数名いる。 なかでも未知ではあるが,高塚 (熊女大)に一番期待が寄せ

られる。期待の選手を列挙してみると,男 子単の佐藤 (福大),工藤 (熊商人),同複で佐藤・秋
山組 (福大),女子単の田原 (熊女大,西 日本第二位),高塚と云った所。彼等は強敵相手にいず
れも好試合を展開してくれるものと確信しています。彼等の試合振りで,九州の水準がどれくらい

か他地区の皆さんにわかってもらえるものと信じます。

大会準備,運営に日夜努力されている関西学連の皆さんに謝意を表しますと共に, 本人会が成功

裡に終ることを期待します。

関西学連委員長  黒  田 寿  一

学生バ ドミン トン界に於て最 も権威あるインターカレッジを当地に於て

開催致 しますことは真に喜びにたえません。

さて地元総勢二十数校二百余名を数え,全国で最も多 くの出場選手を誉

り,全員打倒関東の野望に燃え,男子団体戦に於てはベス ト8三校,ベ ス

ト4二校の進出は果せることと思われる。学生界に於て指折 りのプレヤー

―酒井,村田を有する関大,関西春季 リーグ戦に於て宿願の初優勝を遂げた開学, 若手選手で堅め

た同大と上位に進出しても決しておかしくないものと思われる。

又,女子勢は最近関西の実力低迷がいわれているが,地元の伝統的な力を充分に発揮し, 必ずや

決勝戦に進出するものと期待する。

一方,個人戦に於ても酒井 (関人),久保川 (関学),松工 (関 人),西 日本二位の加藤 (関学 )
と長年関東勢にしめられていた上位シー ドを関西に奪い返し, 関東に対するコンプレックスを一掃

し,日 ざましい活躍ぶりをすることと思う。

女子は樟蔭女子大学の北野,小合,藤井,七村, 京都女子大学の中屋,米山等, 日本学生界の ト

ップレベルにある選手が揃っており,関東,九州勢と優勝を競うであろう。

本大会は地元大阪で行われることを考え,必ずや我々の要望に応えてくれるものと思う。

お 茶 で の み ま し ょ う
お茶でのみますと 薬が よくなじみ

ジャコウの香りが ―そう気分を爽快

０

・

・
　
　
　
　
　
●

態炸
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宿 舎 案 内

巴 水 本 館

南区千日前大劇裏南半丁

電話 回 5189・ 01)0362

観 光 旅 館

大 会 本 部

東 北 学 院 大 学 立 教 大 学

関 東 学 院 大 学 横 浜 市 立 大 学

福 岡 大 学 同 志 社 大 学

日 本 女 子 大 学 京 都 女 子 大 学

北 九 州 大 学

明 治 学 院 大 学 (男女)

東 北 女 子 短 期 大 学 宮 城 学 院 女 子 大 学

大 阪 樟 蔭 女 子 大 学

岡  山  大  学 (男女)

熊 木 女 子 大 学

金 沢 女 子 短 期 大 学

神  奈  り|1 大  学 愛 知 大 学

関 西 大 学 青 山 学 院 大 学

金   沢   大   学
観 光 旅 館

美  力日  佐   荘

国 際 観 光 旅 館

南区千日前アシベ劇場東入半丁

電 話 は00368

ち  く ば  本  館
南区千日前アシベ劇場東入

電 話 0〕 5555

賓

酒

造

株

式

会

社

海 を 渡 る タ カ ラ の 技 術

タ カラビ‐ル
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P片

会 場 見 取 図

イト 古河化学工業株式会社

本   社 東 京 都 千 代 田 区 九 ノ 内 2の 8
電 話 東京 (211) 1571(代 )

大阪営業所 大阪市北区堂島中1の 27(堂島第一ビル)
電 話 大阪 (312)4561(代 )

営 業 所  名 古 屋 ・ 福  岡
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第
第

賛 助 氏 名

同 志 社 大 学 バ ド ミ ン ト ン 部

甲 南 大 学 バ ド ミ ン ト ン 部

神 戸 商 科 大 学 バ ド ミン トン部

大 阪 経 済 大 学 バ ド ミン トン部

大 阪 大 学 バ ド ミ ン ト ン 部

京 都 大 学 バ ド ミ ン ト ン 部

大 阪 学 芸 大 学 バ ド ミン トン部

京 都 府 立 大 学 バ ド ミン トン部

大 阪 府 立 大 学 バ ド ミン トン部

和 歌 山 大 学 バ ド ミ ン ト ン 部

奈 良 学 芸 大 学 バ ド ミン トン部

大 阪 外 国 語 大 学 バ ド ミン トン部

京 都 女 子 大 学 バ ド ミン トン部

神 戸 女 学 院 大 学 バ ド ミン トン部

神 戸 松蔭 女子短期大学バ ドミントン部

原
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Eロ
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兵庫学生バドミ
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関 西 学 院 大 学 バ ド ミン トン部

関 西 大 学 バ ド ミ ン ト ン 部

神 戸 大 学 バ ド ミ ン ト ン 部

大 阪 市 立 大 学 バ ド ミン トン部

近 畿 大 学 バ ド ミ ン ト ン 部

立 命 館 大 学 バ ド ミ ン ト ン 部

滋 賀 大 学 バ ド ミ ン ト ン 部

姫 路 工 業 大 学 バ ド ミン トン部

京 都 学 芸 大 学 バ ド ミン トン部

京 都 工芸 繊維 大学 バ ドミン トン部

兵 庫 農 科 大 学 バ ド ミン トン部

大 阪 樟蔭 女子 大学 バ ドミン トン部

武 庫 川 女 子 大 学 バ ド ミン トン部

神 戸 山手 女子短期大学バ ドミントン部

同 志 社 女 子 大 学 バ ド ミン トン部



東日本・ 西日本大会ランキング

東 日 本 選 手 権 大 会

男

1.渡 部

2.束 條

3.秋 山

4.阿 部

5.古 良

6.田 上

7. 西  野

8.小 島

シ ン グ ル

ー (中 央 大)

昭 (立 教 大)

男 (中 央 大)

学 (中 央 大)

一 (早 稲 田)

六 (明 治 大)

征 (立 教 大)

平 (中 央 大)

シ ン グ ル

子 (日女体短)

江 (日女体短)

子 (日 体 大)

江 (日女体短)

シ ン グ ル

夫 (関 西 大)

彰 (関 学 大)

男 (関 学 大)

男 (関 西 大)

啓 (関 学 大)

二 (関 学 大リ

晴 (福 岡 大)

彦 (Fう尋学 大)

シ ン グ ル

子 (樟 蔭 大)

子 (熊 女 大)

子 (樟 蔭 大)

子 (樟 蔭 大 )

ス

9,長谷川

■0. 神

l■ .鈴 木

12.三 上

13.大 竹

14.松 崎

15。 武 田

■6.I[1 口

彦 (慶応大 )

至 (中 央 大)

明 (慶 応 大)

司 (明 治 大)

一 (立 教 大)

門 (立 教 大)

一 (中 央 大)

朗 (明 治 大)

教 大)

政 大)

政 大 )

教 大 )

政 大)

央 大う

央 大)

央 大)

子

紘

義

真

ス

5.小柳津 春 江 (日 女休短)

6.大 塚  ト シ (東北女短)

7.田 辺 蔦 子 (東北女短)

8.小 林 邦 子 (日 体 大)

女 子 ダ ブ ル ス

1.高木 紀子・天野 博江 (日女体短 )

2.小勝 紀子・小林 邦子 (日 体 大)

3.佐藤 三和 。生田目洋子 (日 体 大)

4.小林 悦子・五十嵐明美 (日 体 大)

男 子 ダ ブ

■.大竹 紘一 。安沢

2.伊村  隆 。中村

3.中川 安正。岩崎

4.東條 義昭。西野_

5.高野五1美・竹中

6.武田 浩一。小島

7.神   至・福島

8.渡部 紘一 。永井

ル  ,ス

武司 (立

宮光 (法

昭郎 (法

一征 (立

将晃 (法

一平 (中

貞夫 (中

司 (中

男 子 ダ ブ ル ス

1.松工 重明 。松田新二郎 (関

2.村田 和男・酒井 明夫 (関

3.久保川正啓・橋本 元二 (関

4.本寸田 守男・加藤  彰 (関

5.粥川 雅雄 。中島 昭雄 (同

6.渡辺  直・太田 英範 (熊

7.佐藤 国晴・秋山 精一 (福

8.山下 昌文 。宮原 秀三 (福

女 子 ダ ブ ル ス

■.中屋 悦子 。米山 栄美 (京

2.藤井 栄子・七村 泰子 (樟

3.北野 広美 。小合 佳子 (樟

4.小早川浩子・旧原 汀子 (熊
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女 子

1.高 木 紀

2.功 刀 淑

3.小 勝 紀

4.天 野 博

男

1.酒 井

2.加 藤

3. オ寸  1日

4.村 田

5.久保川

6.橋 本

7.佐 藤

8.笹 瀬

女

■。小 合

2.田 原

3.藤 井

4.七 村

子

明

ミ
「

莉1

正

フし

Ll

孝

子

佳

汀

栄

泰

重 明 (関 西 大)

謙一郎 (甲 南 大)

良 昭 (同 志 社)

弥 一 (甲 南 大)

敏 郎 (甲 南 大)

新二郎 (関 西 大)

稔 章 (神 商 大)

隆 元 (関 西 大)

広 美 (樟 蔭 大)

美代子 (京 女 大)

悦 子 (京 女 大)

栄 美 (京 女 大)
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暮 しの発展 に

ム グな く

あ わせ ていけ る

暮 しの保 険

●少 い掛 金 で大 きな保

障 が得 られ ます。

●万 一 の保 障 と、老 後

の準 備 と しての満期

金 の大 きさが _3対
1の範 囲 内 で別 々 に

きめ られ 、 自由 に組

み あわせ られ ます。

●将 来 、 ご家 族 や 、 ご

収 入 の変 化 にあわ せ

この組 み あ わせ を、

その時 々 に、 ピ ッタ

リあ うよ うに変 え て

い け ます。

新しい生活設計に奉仕する

大阪市東区今|,薔 4の 7

日 本

塁 命

撃

ヽ、__
挙 式
披露宴
宴 会
宿 泊
お食事

■.選手は試合開始∞分前に必ず到着し責任者は進行係に伝えて下さい。
2.選手は無断で所定の選手席を離れぬよう御願いします。
3. 競技場内では,禁煙,脱帽して下さい。

4. 観覧者は役員席,選手席への立入りを御遠慮下さい。

5。 拍手以外の応援は慎んで下さい。
6. 会場内は清潔にして紙屑などは所定の場所へお捨て下さい。

7.会場内に於ては役員の指示をお守り下さい。
8。 指定された場内以外は絶対に出入しないで下さい。
9. 各自持子に十分気を付けて下さい。

コリサイ薫テル
大阪市東区内本町橋詰町 TEL大 代表 (941)2661

大 会 上 の 注 意
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東 京 瓦 斯 株 式 会 社

弘

ヽ

キ
イ

取 締 役 社 長

取 締役副社長

東 京 都 中 央 区 八 重 洲 :の 3

電 話 (281)0111～ :0,0!21～ !0,1:2卜 :0
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